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去
る
6
月
2７
日
、
公
益
社
団

法
人
新
座
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー（
SC
）の
第
42
回
定
時
総

会
が
開
か
れ
た
。
昨
年
同
様
、

本
年
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
感
染
防
止
の
観
点
か
ら
三
密

に
な
ら
な
い
よ
う
に
配
慮
し
、

SC
会
議
室
で
行
わ
れ
た
。

　

福
島
理
事
長
の
挨
拶
に
続
い

て
、
本
来
な
ら
ば
ＳＣ
に
多
大
な

貢
献
を
し
て
い
た
だ
い
た
方
々

を
顕
彰
す
る
表
彰
式
を
行
う
と

こ
ろ
、
か
か
る
事
情
に
よ
り
今

回
も
取
り
止
め
と
な
っ
た
。

　

今
回
受
賞
の
対
象
と
な
っ
た

の
は
６
事
業
所
及
び
地
区
活
動

や
職
群
班
活
動
に
顕
著
な
実
績

を
上
げ
た
26
名
の
方
々
、
更
に

安
全
標
語
優
秀
賞
受
賞
者
の

方
々
で
あ
る
（
本
誌
４
頁
掲
載
）。

　

表
彰
状
と
記
念
品
を
手
渡
し

で
贈
呈
す
る
と
こ
ろ
、
昨
年
同

様
、
郵
送
で
お
届
け
し
た
。

福
島
理
事
長
報
告

　

本
年
度
も
な
お
続
く
コ
ロ
ナ

感
染
禍
で
の
総
会
開
催
。
会
場
、

セ
レ
モ
ニ
ー
の
形
等
か
ら
今
回

も
会
員
の
皆
様
の
ご
協
力
を
お

願
い
す
る
中
で
の
開
催
と
な
り

ま
し
た
。
多
く
の
会
員
の
皆
様

の
心
あ
る
ご
理
解
を
い
た
だ
き
、

第
42
回
の
定
時
総
会
も
無
事
終

了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

改
め
て
会
員
の
皆
様
に
心
か
ら

の
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

埼
玉
県
そ
し
て
新
座
市
に
あ

っ
て
は
、
昨
年
４
月
の
﹁
緊
急

事
態
宣
言
﹂
か
ら
﹁
ま
ん
延
防

止
等
重
点
措
置
﹂
へ
と
、
感
染

拡
大
防
止
の
様
々
な
対
策
が
採

ら
れ
、
今
ワ
ク
チ
ン
接
種
と
い

う
新
た
な
局
面
を
迎
え
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
の
日
々
に
明
る
さ
を

見
出
す
こ
と
が
で
き
る
の
か
は

な
お
不
確
か
な
状
況
で
す
。
セ

ン
タ
ー
活
動
も
同
様
厳
し
さ
の

中
に
あ
り
ま
す
が
、
少
し
で
も

前
に
進
ん
で
い
け
る
よ
う
会
員

皆
で
力
を
合
わ
せ
て
ま
い
り
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

令
和
3
年
度
事
業
計
画

　

令
和
３
年
度
セ
ン
タ
ー
運
営

の
基
本
方
針
に
基
づ
き
、
次
に

掲
げ
る
項
目
に
つ
い
て
そ
の
取

り
組
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

（
主
な
項
目
を
抜
粋
）

⑴
会
員
の
拡
大
と
意
識
の
向
上

①
入
会
案
内
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の

見
直
し
等
新
た
な
会
員
募
集
方

法
の
取
組

②
会
員
に
よ
る
入
会
希
望
者
の

紹
介
等
入
会
促
進
活
動
の
推
進

③
移
動
入
会
説
明
会
、
女
性
限

定
説
明
会
の
充
実
と
地
区
別
入

会
説
明
会
の
検
討

④
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
活
用
に
よ
る

入
会
ス
テ
ッ
プ
の
拡
大

⑤
新
規
入
会
者
研
修
か
ら
始
ま

る
会
員
研
修
の
推
進
と
充
実

⑵
就
業
の
拡
大
、
就
業
活
動
の

支
援
と
適
正
就
業
へ
の
取
組

①
タ
ブ
レ
ッ
ト
活
用
手
法
に
よ

る
就
業
開
拓
（
PR
活
動
）
推
進

②
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
活
用
促
進

と
情
報
発
信
の
充
実

③
ペ
ア
就
業
の
取
り
組
み
推
進

と
高
齢
会
員
向
け
就
業
の
研
究

④
ア
ク
テ
ィ
ブ
シ
ニ
ア
へ
の
イ

メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
の
取
組

⑤
出
張
相
談
や
地
域
拠
点
型
就

業
相
談
会
の
拡
大
、
充
実

⑥
就
業
時
研
修
の
充
実
と
就
業

活
動
等
に
必
要
な
各
種
研
修
・

講
習
の
効
果
的
実
施

⑦
公
益
財
団
法
人
い
き
い
き
埼

玉（
県
連
合
）の
実
施
事
務
所
と

し
て
の
一
般
労
働
者
派
遣
事
業

（
シ
ル
バ
ー
派
遣
事
業
）、有
料

職
業
紹
介
事
業
の
運
営
と
展
開

⑧
派
遣
事
業(

シ
ル
バ
ー
派
遣

事
業
）
拡
大
に
向
け
た
営
業
等

の
取
り
組
み
の
強
化

⑨
指
定
管
理
業
務
（
新
座
駅
周

辺
自
転
車
等
駐
車
場
）
の
的
確

遂
行

⑶
安
全
の
徹
底
と
健
康
管
理

①｢

第
６
次
安
全
対
策
基
本
計

画｣

に
基
づ
く
各
種
施
策
の
推
進

②
他
委
員
会
、
地
区
長
と
の
共

同
・
連
携
に
よ
る
安
全
就
業
・

事
故
防
止
の
推
進

③
安
全
就
業
確
保
に
向
け
た
研

修
、
講
習
の
実
施

④
健
康
管
理
の
為
の
各
種
研
修
、

講
習
の
充
実
と
効
果
的
実
施

⑤
フ
レ
イ
ル
予
防
活
動
の
推
進
、

充
実
と
サ
ポ
ー
タ
ー
の
育
成

⑥
特
定
業
務(

高
所
作
業
を
伴

う
業
務
等)

就
業
会
員
に
対
す

る
健
康
状
態
の
把
握

⑷
社
会
奉
仕
・
地
域
貢
献
活
動

の
展
開
と
展
望

第
42
回

定
時
総
会
報
告

①
地
域
班
活
動
と
し
て
の
地
域

見
守
り
（
児
童
見
守
り
）
活
動

や
地
区
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の

推
進
と
活
動
へ
の
支
援

②
セ
ン
タ
ー
全
体
で
の
統
一
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
実
施

③
市
等
地
域
施
策
と
の
連
携
と

協
力

⑸
成
年
後
見
事
業
の
展
開

①
法
人
と
し
て
の
組
織
体
制
の

確
立
と
充
実

②
市
等
他
機
関
と
の
連
携
と
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
へ
の
取
組

③
後
見
事
務
の
的
確
な
遂
行
と

新
た
な
受
任
に
向
け
た
取
り
組

み
の
推
進

④
事
業
を
担
う
担
当
会
員
の
フ

ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
と
後
継
会
員
の

計
画
的
育
成

⑹
組
織
運
営
等

①
公
益
社
団
法
人
と
し
て
の
経

営
（
組
織
運
営
、
財
政
運
営
）

の
確
立

②
新
し
い
生
活
様
式
の
下
で
の

活
動
の
形
等
の
研
究

③
情
報
発
信
機
能
と
し
て
の
会

報
の
更
な
る
充
実

④
会
員
が
長
く
セ
ン
タ
ー
に
在

籍
で
き
る
仕
組
み
（
長
期
在
籍

会
員
、
高
年
齢
会
員
、
夫
婦
会

員
等
へ
の
処
遇
対
応
策
等
）
の

確
立
に
向
け
た
研
究
（
以
上
）

理事長
　福　島　和　男
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地
域
活
動
部
会

事
業
活
動
部
会

組
織
活
動
部
会

就
業
開
拓
委
員
会

安
全
委
員
会

業
務
委
員
会

広
報
委
員
会

会
員
開
発
委
員
会

総
務
委
員
会

部
会
長

　石
　
井
　
　
修

部
付
理
事

　竹
之
下
　
　
力

部
会
長

　清
水
陽
介

部
付
理
事

　臼
　
井
　
　
敏

　〃

　
　山
野
邉
　
範
一

部
会
長

　金
枝
久
子

部
付
理
事

　辻
　
　
実
　
樹

委
員
長

　山
口
俊
朗

副
委
員
長

　須
川
　
英
一
郎
　　 委

員
田
中
　
ハ
ツ
エ 

宇
佐
見
　
好
孝

河
　
合
　
　
均 

細
　
沼
　
　
栄

委
員
長

　前
迫
　
シ
ヅ
ヱ

副
委
員
長

　小
林
俊
一

委
員

吉
田
紀
生 

中
伏
和
男

尾
形
三
津
子 

茂
泉
太
郎

太
刀
川
和
男 

委
員

貫
井
恵
美
子 

松
森
　

理
子

淺
見
功
正 

渋
谷
　
サ
ヨ
コ

黒
子
雅
弘 

委
員
長

　石
　
井
　
　
修

副
委
員
長

　大
島
直
次

委
員

石
松
勝
子 

宇
田
川
　
正
夫

佐
藤
静
子 

立
川
　
富
士
江

磯
野
博
子 

小
野
　
ひ
さ
子

柴
　
田
　
　
進 

委
員

栗
原
壮
二 

松
木
章
子

清
見
倢
英 

立
川
正
雄

委
員

加
藤
文
子 

牧
　
　
喜
代
美

須
山
壽
雄 

委
員
長

　半
　
田
　
　
茂

委
員
長

　五
十
嵐
恭
子

副
委
員
長

　中
村
和
明

委
員
長

　清
水
陽
介

副
委
員
長

　臼
　
井
　
　
敏

　〃

　
　塚
田
友
徳

成
年
後
見
委
員
会

地
域
活
動
委
員
会

委
員

田
中
克
己 

千
田
忠
春

菅
井
武
弘 

大
和
田
　
　
進

小
菅
信
吾 

井
上
陽
一

日
比
野
　
隆
三 

委
員

朝
尾
美
智
枝 

佐
々
城

知
子

柳
澤
　
眞
理
子 

髙
森
英
一

杉
山
保
文 

委
員
長

　浅
野
信
夫

副
委
員
長

　草
刈
朝
光

委
員
長

　金
枝
久
子

副
委
員
長

　下
川
　
由
記
生

　〃

　
　山
岸
光
一

部
会
・
委
員
会
メ
ン
バ
ー

一
部
、
人
事
異
動
が
あ
り
ま
し
た
。

令
和
3
年
度
部
会
・
委
員
会
の
新
た
な

メ
ン
バ
ー
を
紹
介
し
ま
す
。

▶広報・ゆうゆう通信の投稿用メールアドレス nsc-kouhou＠sjc.ne.jp

令
和
3
年
度

役
員
人
事

理
事
長	

福ふ
く

島し
ま　

　

和か
ず
男お

副
理
事
長	

有あ
り

賀が　
　
　

健た
け
し

理　
　

事	
金か
ね

枝え
だ　

　

久ひ
さ
子こ

　

〃	
清し
み

水ず　
　

陽よ
う

介す
け

　

〃	

石い
し

井い　
　
　

修お
さ
む

　

〃	

五い
が
ら
し
十
嵐　

恭き
ょ
う
子こ

　

〃	

半は
ん

田だ　
　
　

茂し
げ
る

　

〃	

山や
ま

口ぐ
ち　

　

俊と
し

朗ろ
う

　

〃	

浅あ
さ

野の　
　

信の
ぶ

夫お

　

〃	

前ま
え

迫さ
こ　

シ
ヅ
ヱ

　

〃	

臼う
す

井い　
　
　

敏さ
と
し

　

〃	

山や
ま
野の

邉べ　

範の
り

一か
ず

　

〃	

辻つ
じ　
　
　

実み

樹き

　

〃	

竹た
け

之の

下し
た　
　

力ち
か
ら

専
務
理
事	

船ふ
な

津つ　
　
　

実み
の
る

監　
　

事	

島し
ま

村む
ら　
　
　

斎ひ
と
し

　

〃	

櫻さ
く
ら
井い　
　
　

浩ひ
ろ
し

　

福
島
理
事
長
は
、
10
年
以
上
新
座
市

SC
の
理
事
長
と
し
て
在
職
し
、
事
業
発

展
に
功
労
が
あ
っ
た
と
県
シ
ル
バ
ー
連

合
よ
り
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
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【
優
秀
賞
】

健
康
を
口
で
言
う
よ
り
ま
ず
実
行

　
　
　

毎
日
続
け
る
フ
レ
イ
ル
予
防

	

栗
原　

壮
二

【
入　

選
】

今
日
の
笑
顔
は
元
気
の
証

明
日
に
つ
な
ご
う
シ
ル
バ
ー
パ
ワ
ー

	

五
十
嵐　

恭
子

【
入　

選
】

目
配
り
・
気
配
り
・
思
い
や
り

　
　

無
事
故
・
安
全
み
ん
な
の
願
い

	

萩
元　

義
明

【
佳　

作
】

未
来
ま
で
生
か
せ
教
訓

　
　
　
　
　
　
　
　

無
事
故
の
決
意

	

中
村　

和
明

【
佳　

作
】

仕
事
も
コ
ロ
ナ
も
安
全
第
一

　
　
　
基
本
守
っ
て
み
ん
な
で
笑
顔

	

日
高　

利
晃

【
佳　

作
】

知
っ
て
ト
ク
知
ら
せ
て
安
心

　
　
　
　
　
　
　
　
　

キ
ケ
ン
予
知

	

竹
安　
　

賢

株
式
会
社
ネ
オ
テ
ッ
ク

埼
玉
県
住
宅
供
給
公
社

日
本
ハ
ウ
ズ
イ
ン
グ
株
式
会
社
川
越
支
部

住
友
林
業
レ
ジ
デ
ン
シ
ャ
ル
株
式
会
社

社
会
福
祉
法
人
な
ご
み
会
ふ
ぇ
あ
り
ー
て
い
る
保
育
園

株
式
会
社
セ
コ
ニ
ッ
ク

市瀬　洋美

築野　ミツイ

乗松　範子

眞鍋　敏行

大村　貞子

金澤　芳子

立川　富士江

高地　貞雄

尾関　勝正

立入　春二

吉村　省三

及川　眞一

中里　郁夫

百武　恭代

田中　幸子

渡辺　寿晴

篠塚　政子

塚本　昌子

前迫　シヅヱ

本島　文雄

武藤　伸介

関根　アサ子

谷中　勝夫

西山　登美男

菅原　桂子

佐藤　義之

令和3年度　表 彰 者 （敬称略）

《令和 3 年度 安全標語優秀作品》（敬称略） 委
員
会
委
員
と
し
て
功
績
が
顕
著
で
あ
っ
た
方
々

セ
ン
タ
ー
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
た
事
業
所
等

地
区
長
・
地
区
委
員
、職
群
班
長
・
副
班
長
に
３
年
以
上
在
任
さ
れ
た
方
々

総会での各表彰者の紹介
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陣
屋
小
学
校
近
く
の
通
学
路

に
面
し
て
、
運
送
会
社
㈱
Ｗ
Ｉ

Ｎ　
Ｌ
Ｏ
Ｇ
埼
玉
が
あ
る
。毎
朝

７0
人
程
の
児
童
が
会
員
の
声
掛

け
に
挨
拶
し
て
通
る
の
が
当
た

り
前
の
光
景
に
な
っ
て
い
る
。

　

浅
地
修
さ
ん
、
谷
田
川
和
彦

さ
ん
、
石
井
浩
美
さ
ん
の
3
人

が
派
遣
で
就
業
し
て
い
る
。

責
任
の
重
い

運
行
管
理
補
助
業
務

　

浅
地
さ
ん
は
７
年
目
の
ベ
テ

ラ
ン
。
児
童
へ
の
声
掛
け
を
最

初
に
始
め
た
人
だ
。

　

石
井
さ
ん
は
就
業
し
て
ま
だ

３
个
月
。
旅
行
が
大
好
き
で
、

昨
年
は
沖
縄
、
竹
田
城
跡
、
有

馬
温
泉
へ
。
今
回
、
残
念
な
が

ら
、
谷
田
川
さ
ん
に
は
会
え
な

か
っ
た
。

　

就
業
時
間
は
、
早
番
が
８
時

か
ら
13
時
、
遅
番
が
13
時
か
ら

18
時
。
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１
都
３
県
を
走
る
ド
ル
フ
ィ
ン

マ
ー
ク
の
ト
ラ
ッ
ク

　

元
々
は
倉
庫
内
で
の
梱
包
作

業
だ
っ
た
が
、
得
意
先
か
ら
つ

い
で
に
運
ん
で
欲
し
い
と
言
わ

れ
て
、
輸
送
の
免
許
を
取
得
し

た
の
が
１
９
９
１
年
。
現
在
は

運
送
業
が
主
体
に
、
扱
い
項
目

別
に
４
つ
に
分
社
化
さ
せ
グ
ル

ー
プ
全
体
で
社
員
１
０
０
名

（
ト
ラ
ッ
ク
保
有
台
数
１
０
０

台
）。
将
来
は
千
葉
、
神
奈
川

に
あ
る
中
継
地
を
独
立
会
社
に

昇
格
さ
せ
る
予
定
で
あ
る
。

気
さ
く
な
親
分
肌
の
社
長

　

社
本
憲
干
。﹁
し
ゃ
も
と
か

ず
ゆ
き
﹂
と
お
読
み
し
ま
す
が
、

読
め
る
人
は
殆
ど
い
な
い
。

　

社
内
の
モ
ラ
ル
向
上
の
た

め
、
社
員
の
家
族
の
誕
生
日
に

は
金
一
封
と
ケ
ー
キ
を
贈
っ
て

い
る
。
福
利
厚
生
に
も
力
を
入

れ
て
お
り
、
社
員
寮
も
建
設
し

た
。
そ
こ
に
も
ＳＣ
の
会
員
が
就

業
し
て
い
る
と
い
う
。
名
古
屋

出
身
で
、
ハ
ー
レ
ー
ダ
ビ
ッ
ト

ソ
ン
を
駆
っ
て
ツ
ー
リ
ン
グ
に

も
出
か
け
る
70
才
。
車
を
扱

う
仕
事
な
だ
け
に
、
社
員
の
安

全
第
一
に
常
に
気
を
配
っ
て
い

る
。                  （
太
刀
川
）

　

県
道
志
木
保
谷
線
を
ひ
ば
り

が
丘
方
面
へ
。
関
越
道
手
前
の

側
道
を
左
折
す
る
と
、（
株
）

ノ
ー
ス
ア
ー
ク
は
あ
り
ま
す
。

現
場
責
任
者
の
高
橋
さ
ん
に
お

話
を
伺
い
ま
し
た
。
家
電
全
般

の
商
品
を
通
販
で
﹁
ア
ー
ク
マ

ー
ケ
ッ
ト
﹂
を
展
開
し
、
新
宿

に
も
事
務
所
が
あ
り
ま
す
。
事

業
拡
大
で
今
年
２
月
、
こ
の
新

座
に
も
事
務
所
兼
倉
庫
を
開
設

し
ま
し
た
。

ネ
ッ
ト
通
販
に
も
苦
労
が

　
﹁
家
電
を
ネ
ッ
ト
通
販
で
購

入
す
る
人
も
増
え
て
い
ま
す
。

価
格
を
安
く
し
て
も
、
サ
イ
ト

で
直
ぐ
他
店
と
簡
単
に
比
較
さ

れ
、
売
り
上
げ
に
も
直
結
し
ま

す
。
常
に
ラ
ン
キ
ン
グ
上
位
に

い
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
迅

速
・
丁
寧
な
対
応
が
お
客
様
に

大
好
評
で
す
﹂
と
高
橋
さ
ん
。

　

派
遣
で
就
業

　

営
業
時
間
は
平
日
、
11
時
～

16
時
。
梅
津
清
津
子
さ
ん
は
月
、

火
、
金
の
週
３
日
12
時
～
15
時

の
派
遣
就
業
。
高
橋
さ
ん
と
２

人
で
切
り
盛
り
し
て
い
ま
す
。

　
﹁
梅
津
さ
ん
は
梱
包
す
る
手

際
が
い
い
。﹂
と
高
橋
さ
ん
も

絶
賛
。

　

そ
れ
も
そ
の
は
ず
、
以
前
30

年
近
く
本
の
梱
包
・
発
送
の
仕

事
を
し
て
い
た
そ
う
で
す
。

　

｢

就
業
し
て
ま
だ
１
か
月
。

商
品
名
と
Ｊ
Ａ
Ｎ
コ
ー
ド
が
一

致
し
ま
せ
ん
。
都
度
、
高
橋
さ

ん
に
教
え
て
頂
く
毎
日
で
す
﹂

と
梅
津
さ
ん
。
昨
年
12
月
、
ＳＣ

に
入
会
し
、
こ
こ
に
就
業
し
た

の
は
今
年
の
５
月
で
す
。﹁
趣

味
は
山
歩
き
で
す
。
毎
週
土
、

日
は
１
０
０
０
～
１
５
０
０
ｍ

級
の
山
々
を
歩
き
ま
し
た
。
宿

泊
は
現
地
で
ネ
ッ
ト
で
探
し
、

予
約
で
き
な
け
れ
ば
終
電
で
帰

っ
て
き
ま
す
。
今
は
月
一
で

す
。
老
い
は
足
か
ら
、
毎
日
散

歩
し
て
い
ま
す
﹂
山
歩
き
の
話

を
す
る
梅
津
さ
ん
の
目
は
輝
い

て
い
ま
し
た
。

　

動
き
も
機
敏
で
、
背
筋
も
ピ

ン
と
し
て
い
ま
す
。｢

職
場
は

働
い
て
い
て
楽
し
い
の
が
一

番
。
こ
こ
を
紹
介
い
た
だ
い
て

と
て
も
感
謝
し
て
い
ま
す
。
自

宅
か
ら
自
転
車
で
３
～
４
分
で

す
も
の
﹂

　

取
材
を
し
て
い
る
間
に
も

次
々
と
注
文
が
入
り
、
忙
し
そ

う
な
の
で
高
橋
さ
ん
に
挨
拶
し

早
々
に
お
暇
し
ま
し
た
。（

石
井
）

左から石井、浅地の両会員

社長の社本さん

高橋さんと梅津会員（左）

ト
ラ
ッ
ク
運
送
業

（
株
）
Ｗ
Ｉ
Ｎ 
Ｌ
Ｏ
Ｇ
埼
玉

野
火
止
２
丁
目

家
電
通
販

（
株
）
ノ
ー
ス
ア
ー
ク

池
田
3
丁
目

新
・
職
場
探
訪

新
・
職
場
探
訪
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マ
ス
ク
と
熱
中
症
対
策

高
校
生
の
孫
娘

　
﹁
人
一
倍
汗
か
き
だ
か
ら
マ

ス
ク
を
し
て
の
外
出
が
億
劫
に

な
っ
て
し
ま
う
わ
。
で
も
お
友

達
と
会
う
約
束
し
て
い
る
か
ら

な
ぁ
・
・
・
﹂

同
居
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん

﹁
今
で
は
熱
中
症
、
コ
ロ
ナ
、

マ
ス
ク
と
い
う
の
は
社
会
問
題

だ
ね
。
厚
生
労
働
省
が
国
民
に

新
し
い
生
活
様
式
を
提
案
し
て

い
る
よ
﹂

孫
娘
﹁
役
所
の
提
案
っ
て
？
﹂

お
じ
い
ち
ゃ
ん
﹁
も
っ
と
も
な

こ
と
し
か
言
っ
て
い
な
い
な
。

コ
ロ
ナ
が
流
行
り
始
め
た
こ
ろ

の
生
活
様
式

①
人
と
の
距
離
を
保
つ

②
マ
ス
ク
の
使
用

③
手
洗
い
と
三
密
を
避
け
る

と
い
う
こ
と
か
ら
、
さ
ら
に
具

体
的
な
生
活
様
式
に
チ
ェ
ン
ジ

し
よ
う
と
い
う
こ
と
だ
よ
﹂

孫
娘
﹁
三
密
は
よ
く
耳
に
す
る

の
で
知
っ
て
い
る
わ
。
そ
れ
が

ど
う
変
わ
る
の
？
﹂

マ
ス
ク
使
用
時
の

注
意
事
項

お
じ
い
ち
ゃ
ん
﹁
マ
ス
ク
を
使

用
し
て
い
る
と
体
の
負
担
が
増

え
る
ん
だ
け
ど
、
そ
の
原
因
と

し
て
、

①
心
拍
数
増

②
呼
吸
数
増

③
体
感
温
度
の
上
昇

④
血
中
二
酸
化
炭
素
濃
度
の
上

昇
、

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
ん
な

時
は
少
な
く
と
も
２
㍍
以
上
の

距
離
を
保
ち
マ
ス
ク
を
外
そ
う

と
言
っ
て
い
る
。

　

ま
た
高
温
の
室
内
か
ら
屋
外

へ
出
て
、
十
分
な
距
離
を
取
っ

た
う
え
で
マ
ス
ク
を
外
す
こ
と

を
勧
め
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
マ
ス
ク
着
用
時
は

運
動
を
避
け
、
こ
ま
め
な
水
分

補
給
を
す
る
よ
う
に
奨
励
し
て

い
る
。

　

マ
ス
ク
を
し
て
い
る
と
喉
の

渇
き
を
感
じ
る
こ
と
が
遅
れ
が

ち
に
な
る
と
い
う
の
だ
ね
。
最

後
に
、
暑
い
日
、
暑
い
時
間
帯

の
外
出
は
避
け
涼
し
い
服
装
を

す
る
よ
う
に
言
っ
て
い
る
よ
﹂

孫
娘
﹁
マ
ス
ク
の
こ
と
ば
か
り

だ
ね
・
・
・
﹂

お
じ
い
ち
ゃ
ん
﹁
い
や
、
そ
う

で
も
な
い
よ
。
提
言
で
は
、
＊

エ
ア
コ
ン
の
使
用
＊
涼
し
い
場

所
へ
の
移
動
＊
日
ご
ろ
の
健
康

管
理
に
つ
い
て
も
述
べ
て
い

る
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
調
べ
て

み
る
と
良
い
な
﹂

孫
娘
﹁
今
年
の
夏
も
暑
く
な
り

そ
う
だ
か
ら
参
考
に
す
る
わ
﹂

お
じ
い
ち
ゃ
ん
﹁
最
近
の
動
き

と
し
て
、
暑
さ
指
数
計
、
こ
れ

は
気
温
と
湿
度
、
日
射
量
な
ど

を
基
に
計
算
す
る
の
だ
が
、
こ

の
計
数
機
を
普
及
さ
せ
よ
う
と

い
う
動
き
も
あ
る
よ
。

　

こ
れ
は
普
及
す
る
と
イ
ベ
ン

ト
会
場
で
も
設
置
が
で
き
、
独

自
の
判
断
で
警
告
が
出
せ
る
よ

う
に
な
る
か
ら
期
待
し
た
い

ね
。

　

で
も
な
、
も
っ
と
多
く
の
人

に
知
っ
て
欲
し
い
、
分
か
り
や

す
い
熱
中
症
対
策
標
語
と
い
う

の
を
広
め
た
い
な
ぁ
﹂

孫
娘
﹁
熱
中
症
対
策
の
標
語
？
﹂

熱
中
症
対
策
の

カ
・
キ
・
ク
・
ケ
・
コ

お
じ
い
ち
ゃ
ん
﹁
熱
中
症
対
策

の
カ
・
キ
・
ク
・
ケ
・
コ
と
い

う
標
語
だ
。

カ
は
、
風
通
し
を
良
く
す
る
。

キ
は
、
休
憩
、
休
息
を
こ
ま
め

に
と
る
。

ク
は
、
ク
ー
ラ
ー
や
扇
風
機
を

う
ま
く
使
う
。

ケ
は
、
健
康
管
理
、
特
に
睡
眠

時
間
に
気
を
配
る
。

コ
は
、
小
ま
め
な
水
分
補
給
を

忘
れ
る
な
。
以
上
だ
よ
﹂

孫
娘
﹁
面
白
い
！
そ
れ
と
分
か

り
や
す
い
。
友
達
に
も
言
っ
て

み
よ
う
！
﹂

お
じ
い
ち
ゃ
ん
﹁
そ
う
か
い
、

役
立
っ
て
良
か
っ
た
。

　

SC
会
員
の
上
原
さ
ん
は
、

一
般
市
民
や
学
生
、
企
業
な

ど
を
対
象
に
食
生
活
と
健
康

な
ど
を
テ
ー
マ
に
啓
蒙
活
動

を
積
極
的
に
行
っ
て
い
る
。

　

外
出
す
る
な
ら
こ
の
塩
飴
も

持
っ
て
行
き
な
さ
い
。
汗
を
た

く
さ
ん
か
い
た
時
は
塩
分
も
取

る
こ
と
を
忘
れ
て
は
だ
め
だ

よ
﹂塩

分
が
必
要
な
わ
け

孫
娘
﹁
あ
り
が
と
う
。
で
も
な

ぜ
汗
を
か
い
た
後
、
水
分
補
給

だ
け
だ
と
だ
め
な
の
？
﹂

お
じ
い
ち
ゃ
ん
﹁（
半
分
に
な

っ
て
い
る
湯
飲
み
を
見
せ
な
が

ら
）
こ
の
お
茶
の
量
と
色
が
汗

を
か
い
た
後
の
体
内
の
水
分
と

考
え
て
お
く
れ
。

　

体
内
水
分
に
は
大
切
な
塩
分

な
ど
も
含
ま
れ
て
い
る
よ
ね
。

こ
の
湯
飲
み
に
水
だ
け
を
足
し

た
ら
ど
う
な
る
か
な
？
﹂

孫
娘
﹁
あ
っ
、
そ
～
か
。
汗
を

か
い
た
後
、
水
分
だ
け
補
給
す

る
と
塩
分
な
ど
が
薄
く
な
っ
て

し
ま
う
の
だ
ね
。
だ
か
ら
塩
分

補
給
が
大
切
な
の
ね
。
友
達
に

も
教
え
よ
ー
っ
と
。
お
じ
い
ち

ゃ
ん
、
あ
り
が
と
う
！
﹂

お
じ
い
ち
ゃ
ん
と
孫
娘
の
会
話

食
生
活
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
・
健
康
管
理
士　

上
原　

道
康

コ
ロ
ナ
禍
の
熱
中
症
対
策

新・健康ニュース
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地
獄
坂
が
あ
り
ま
し
た
。
土
地
の
人

が
胸
を
張
っ
て
「
坂
を
撮
る
な
ら
地
獄

坂
だ
よ
」
と
言
い
、
実
地
に
体
感
し
て

き
ま
し
た
。
正
に
地
獄
で
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
他
所
へ
出
か
け
て

の
撮
影
が
侭
な
ら
ぬ
た
め
、
市
内
を
今

ま
で
以
上
に
う
ろ
つ
く
こ
と
に
し
ま
し

た
。
電
動
自
転
車
を
入
手
、
準
備
を
整

え
あ
ち
こ
ち
の
実
況
見
分
に
入
り
ま
し

た
。
予
想
以
上
の
坂
道
が
実
感
で
き
、

電
動
に
し
て
「
よ
か
っ
た
！
」

河
川
沿
い
を
走
る

　

車
で
走
っ
て
い
た
時
は
、
道
路
の
傾

斜
が
気
に
な
ら
な
か
っ
た
が
、﹁
人
力

走
行
﹂
で
は
、
時
と
し
て
命
懸
け
と
言

え
る
ほ
ど
過
酷
な
坂
に
出
会
う
。

　

黒
目
川
や
柳
瀬
川
の
谷
間
を
横
切
る

メ
イ
ン
の
道
路
に
あ
る
坂
道
は
実
に
楽

し
い
。
傾
斜
角
は
緩
や
か
で
、
ゆ
る
ゆ

る
と
続
い
て
い
く
。
電
動
自
転
車
は
快

適
に
、
軽
や
か
に
登
っ
て
く
れ
る
が
、

車
道
走
行
は
別
の
意
味
で
命
懸
け
と
言

え
る
。
前
後
を
見
る
と
車
道
走
行
の
自

転
車
は
見
か
け
な
い
。
歩
道
を
走
っ
て

い
る
の
だ
が
、
そ
こ
が
狭
い
。
歩
道
に

は
自
転
車
用
走
路
が
な
く
、
行
政
上
の

問
題
点
が
見
え
て
き
た
が
、
こ
の
頁
の

趣
旨
と
は
異
な
る
の
で
、
別
の
機
会
に

譲
り
、
話
を
﹁
地
獄
坂
﹂
に
絞
る
。

地
元
推
奨
の
地
獄
坂

　

ま
ず
自
宅
の
近
所
か
ら
と
考
え
柳
瀬

川
周
辺
を
検
証
。
新
座
１
丁
目
の
住
人

か
ら
﹁
こ
の
坂
を
見
ず
し
て
、
他
を
語

る
な
﹂
と
云
わ
れ
た
坂
を
選
ぶ
。
そ
こ

は
防
衛
道
路
﹃
ガ
ス
ト
﹄
の
裏
辺
り
と

聞
き
探
し
な
が
ら
二
つ
ほ
ど
坂
を
下
っ

て
み
た
。
だ
が
、
こ
れ
ら
は
﹁
地
獄
﹂

で
は
な
い
と
み
た
。
無
理
な
く
気
持
よ

く
走
り
降
り
た
か
ら
だ
。
キ
ョ
ロ
キ
ョ

ロ
し
て
い
る
と
、
道
路
わ
き
の
家
か
ら

主
婦
が
顔
を
出
し
目
が
合
う
。﹁
撮
る

な
！
﹂
と
い
う
表
情
な
の
で
、﹁
こ
の

あ
た
り
の
坂
道
を
撮
っ
て
い
る
﹂
と
云

い
訳
を
す
る
。
彼
女
は
嬉
し
そ
う
に

﹁
じ
ゃ
あ
、
こ
の
先
の
地
獄
坂
を
撮
っ

た
か
？
﹂
と
き
た
。
早
速
そ
の
在
り
処

を
聞
き
現
地
を
目
指
す
。
何
の
変
哲
も

な
い
角
を
左
折
し
、
何
気
に
見
上
げ
て

た
ま
げ
た
。﹁
間
違
い
な
く
こ
こ
だ
！
﹂

青
息
吐
息
の
登
坂

　

見
上
げ
た
先
に
自
転
車
を
押
し
な
が

ら
行
く
ご
婦
人
が
い
る
。
バ
イ
ク
が
下

っ
て
く
る
。
ほ
ぼ
直
線
で
あ
り
な
が

ら
、
終
点
が
見
え
な
い
の
は
左
折
し
て

登
り
切
る
感
じ
の
よ
う
だ
。
我
が
電
動

を
最
強
に
セ
ッ
ト
し
、
地
獄
坂
を
登
る
。

さ
す
が
に
パ
ー
ト
ナ
ー
は
期
待
に
応

え
、
ス
ル
ス
ル
と
登
り
曲
が
り
角
か
ら

一
気
に
て
っ
ぺ
ん
に
出
た
。
振
り
返
る

▶広報・ゆうゆう通信の投稿用メールアドレス nsc-kouhou＠sjc.ne.jp

  

新
座
再
発
見

カ
メ
ラ
片
手
に
ぶ
ら
ぶ
ら
歩
き

          

坂
の
あ
る
風
景

と
、
こ
の
道
は
下
り
も
慎
重
で
な
け
れ

ば
、
正
面
の
家
に
突
っ
込
み
そ
う
で
か

な
り
危
険
。
地
獄
の
名
に
納
得
。

　

し
ば
ら
く
の
間
、
曲
が
り
角
で
上
り

下
り
を
撮
影
。
地
元
の
方
々
は﹁
地
獄
﹂

と
言
い
な
が
ら
、
生
活
道
路
と
し
て
の

こ
の
坂
道
を
愛
用
し
て
い
る
。
年
配
の

ご
婦
人
が
平
然
と
自
転
車
を
押
し
な
が

ら
登
り
切
っ
て
い
る
。
老
夫
婦
が
徒
歩

で
や
っ
て
く
る
。
若
手
（
と
は
言
っ
て

も
50
過
ぎ
か
？
）
の
女
性
が
一
気
に
自

転
車
で
下
っ
て
い
く
。
何
と
い
う
事
の

な
い
風
景
な
の
だ
。
こ
の
後
、
西
武
台

通
り
に
向
い
、
そ
の
長
～
急
坂
も
堪
能

し
た
。
こ
れ
等
は
次
回
。      （
吉
田
）

地獄坂への入り口は普通の角地

地獄坂を下から見上げる

老夫婦のオシドリ登坂一気のダウンヒル
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次回は「オリンピックを楽しみましたか？」をテーマにします。楽しく、異論・暴論・呆言をお寄せください。

      ▶ちゃっかり旅行を満喫◀
　出張の多い時期だった。4 月下旬、羽田から福岡に
飛び翌日は伊丹へ。大阪で仕事を終えて帰京する日程
を妻に伝えた。次の日から 5 連休。全くの偶然に彼女
も大阪出張だという。千載一遇のチャンスとばかり夫
婦で小旅行と決め込んだ。神戸から小豆島に渡って３
泊。島めぐりで満喫し帰りは伊丹から羽田へ。もちろ
ん飛行機代は夫婦共にゼロ。帰りの便が羽田空港に着
陸すると機内から拍手が湧き上がった。無事の着陸に
安堵した乗客の拍手だ。数日前の名古屋空港で中華航
空機の着陸炎上大事故が起きたばかりだったのだ。安
上がりなちゃっかり旅に水を浴びせられた結末だっ
た。     （誰のせいでもありゃしない　野火止74歳男）

 ▶怒りを忘れて笑ってしまった温泉宿◀
　半年ぶりに連続した休みが取れた日の午後、温泉に
行こうと思い立ち、近県の宿に電話をかけまくり断ら
れ続けた。諦めかけた頃に妻が古いガイドブックの中
に民家風の宿を発見し前のめりに予約し車で出かけ
た。国鉄職員が脱サラで始めた温泉宿だという。通さ
れた和室には窓がなかった。隣室とは障子１枚で仕切
られ、入った途端にカビの臭いが鼻を突く。予約を取
ってから使っていない部屋を慌てて掃除した様子だ
が、黴はごまかせない。食事は川魚に山菜料理で質素、
酒を頼むと男主が自転車で買いに走る様子は滑稽だっ
た。寝不足で迎えた翌朝は釣り客の出発する騒音で目
覚めたのだった。（今、怒りを思い出した男　東69歳）

▶記憶に残るドタバタキャンプ◀
　今時のキャンプ場はゴージャスなテントやイス、コ
ンロなどの展示会状態だが、昔は至って質素。あの分
厚い三角テントを木に吊るし、焚火で飯を炊く。運が
良ければ釣った魚も皿に並ぶ。＇80年代初め、子連れ
の初キャンプに奥多摩へ。川遊びで皆腹ペコ。カレー
でも作ろうと思った矢先にピカッ！ゴロゴロ、大雨だ。
古臭く狭いテントが役立つわけもなく早々と車に避
難。致し方なく湯だけ沸かしてカップ麺だ。何と最悪
な家族旅か！でもこの焚火ありズブ濡れありのキャン
プが今でも彼らの一番楽しい思い出らしい。自然を相
手に何が起こるか分からぬドキドキ感で、みんな目が
キラキラしていた。（専ら家でゴロゴロ男　畑中71歳）

     ▶台風に直撃された新婚旅行◀
　新婚旅行はハワイに行きたかったのに、なぜか八丈
島。まあ飛行機で行けば海外!? 私は教師 2 年目で1年
生の担任だった。「一生に一度だから行ってきなよ」
という同僚たちの勧めで、授業を自習にして10月に3泊
4日で出かけた。今なら絶対に無理。調布飛行場から
YS-11プロペラ機で出発。宿泊は八丈島国際観光ホテ
ル。二人で牛相撲を見たり釣りやパチンコをして毎日
遊んでいたら、台風がきてしまった。学校が心配だっ
たが帰りの飛行機が出ない。延泊は八丈温泉ホテルに
した。嵐の中，温泉プールで泳いでのぼせてしまった。
両ホテルは現在は廃墟だという。
        （想い出の中で旅を楽しむ女　野火止67歳）

     ▶波乱のスタートから50年◀
　昭和43年 2 月の新婚旅行は、最高にして最悪だった。
式後そのホテルに宿泊、翌日両家の実家に寄り志賀高
原・野沢温泉スキー場へ向う。碓氷峠でチェーン着装。
切れ切れの雪道を走行し、午後７時最後の登りでチェ
ーンが切れる。真っ暗な雪の山道に車は放置、40分程
でホテル着。翌朝ガソリンスタンドの助けでやっとホ
テル駐車場に。その後志賀・野沢とスキーを満喫。帰
途の軽井沢ホテルに会社から入電。「イレギュラーな
がら異動内示。早急に出社」と人事からの指示。以来
50数年、波乱万丈の「人生という旅」を同居人と共に
楽しんでいる。
             （いい日旅立ちが未決済の男　北野81歳）

▶文化の違い実感が魅力◀
　百聞は一見にしかず。海外旅行は魅力満載だが、そ
の一方で、言葉の壁に悩み、文化の違いに驚く。それ
も醍醐味。若かりし頃、ニューヨークに独り旅。空港
からタクシーに乗ったところ、運ちゃんが「シング
ル？」と言うので、独身かと聞かれたと思い、「ノー」
と答えるとゲラゲラ笑う。１ドル札のこと。通行料の
請求だった。これに懲り、以後、もっぱらパックツア
ーを利用する。スペイン旅行でマドリッドまで新幹線
に乗った。なんと定刻より、10分早く到着した。現
地ガイドが「どうだ、スペインの新幹線は早いだろう」
と鼻高々。驚いた。一体何のための定刻？これも文化
         の違い？
                  （海外旅行に痺れる男　野火止70歳）

旅行・最高の想い出？悲惨な思い出？
「へー！ 思ったより良いかも、いや最悪！ こんなはずじゃ」など
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　会員の皆さんのこれまでの人生で、心に残った経
験や作品や１シーンなどをご紹介ください。ジャン
ルは問いません。約380字と写真やイラストです。

人を成長させる？坪庭
　コロナ禍で出歩くことを制限されたマンション暮らし
の日常に厭きて、インバウンドな楽しみを見つけようと
思い立ったのが坪庭づくり。昨年の中秋からベランダの
一隅にパネルを立てて囲いを作り、床に簀の子を置いて
水はけを良くし、その上に人工芝を敷いて、大きめの鉢
に、秋から冬にかけて映
える花を選んで寄せ植え
にする。
　花を選ぶのは妻、私は
専ら花壇のデザインを担
当。低い木片の塀を置き、
ソーラ式の照明灯や水槽を置き、色の配置を考えてそれ
なりの花壇が出来上がった。その日から日照時間を勘案
しながら水やりや添え木を調節。朝起きると先ずベラン
ダを覗く習慣が夫婦共につき、早起きで健康にも良い坪
庭が出来上がった。花も坪庭も時間の経過とともに成長
してゆく楽しさ。人間も花に教えられる生き物だという
ことを改めて学んだ。

句集『蟬時雨』著者：勝呂睦男　発行：港の人
　春夏秋冬及び新年の章、合わせて600句が収録されて
いる。旅の目的は定かではないが旅先での情景が多い。
情緒を託したのだろうか数多くの花が歌われている。「懐
かしく儚い想い」とは作者の言葉である。
枕木の焦げつく午後や立葵（夏の句より）

　母が他界した年齢より15年
も永く生きている。SLが珍し
くない時代、少年だった頃、母
と同行した旅先の途中駅。線路
脇に群生する夏色の立葵、群青
の空、純白の入道雲、鈍色のレ

ール。色彩が鮮やかに脳裡に蘇る。うだるような夏の暑
さが皮膚を刺激する。そして、晩年の姿ではなく、その
当時若い頃の母の面影が目に浮かんでくる。
　俳句はズブの素人だが、優劣を競う人気TV番組に何
か違和感を抱いていた。作者の後書きに「言葉の職人に
なるよりも、貧しくとも“微小なる詩人”でありたい」
との言葉にその正体が見えてきた。

昭和30年代にタイムスリップ
　西武園ゆうえんちが、今年 5月新たなテーマパークと
してリニューアルオープンしたというので孫たちと行っ
てきた。人情味あふれる30軒ほどの昭和の「夕日の丘商
店街」を再現し、独自紙幣（1園＝12円）で買物や食べ
歩きを楽しむ嗜好。入場料は1日4,400円だ。
　平日だというのに昼時の食堂・喫茶店は長蛇の列。通
りでは、八百屋の叩き売
り、チンドン屋や紙芝居屋
など、あちこちでライブパ
フォーマンス。射的、ラッ
キーボール遊戯場も体験
できる。
　今回の目玉はレトロな映画館「夕陽館」でゴジラをテ
ーマにした世界初のライド・アトラクション「ゴジラ・
ザ・ライド大怪獣頂上決戦」らしい。上映時間はたった
5分だが、強烈なアクションシーン、迫力あるリアリテ
ィ、スリル満点のVFX映像と4DXは想像した以上だっ
た。一度体験してみてはいかがでしょうか。

狩猟本能全開で潮干狩り
　我が家はほぼ毎春、船橋三番瀬海浜公園の潮干狩り場
に行っている。昨年はコロナで中止だったが、今年は
4月25日～ 5月30日の開催。潮位表で大潮の日を探して、

5月16日の前売り入場券（採貝料
1㎏を含んで大人1350円）をコン
ビニで買って、いざ出陣。ところ
が会場入り口で渡された網は例
年の半分の大きさ。さてはたくさ
ん採らせないつもりか。会場も例
年の半分の広さ。すでに狩猟本能
全開の私はアサリがいる場所を
求めてどんどん進む。孫を連れた

シルバー世代の方々はのんびりしているが、アサリを採
りたい私は必死だ。1箇所で何個も採れると下半身の疲
れも吹き飛ぶ。だがあまり採れないうちに終了のアナウ
ンス。出口で娘を待つと、小さな網をアサリで満杯にし
て戻ってきた。砂を早く吐かせるために海水も入れたク
ーラーは重いが、夕食の酒蒸しを楽しみに帰路に就いた。

Spot garden

Clamming

Haiku

Theme Park

（野火止７　大島 直次）

（野火止7　尾形 三津子）（大和田１　奥山 政守）

（道場１　太刀川 和男）

▶広報・ゆうゆう通信の投稿用メールアドレス nsc-kouhou＠sjc.ne.jp
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東
１
丁
目　
對
馬
勝
年

「
ね
ぶ
た
」と
冬
の
辛
さ
と

　

私
の
ふ
る
さ
と
は
青
森
で
す
。

５
年
ほ
ど
北
海
道
に
居
た
こ
と

が
あ
り
ま
す
が
、
父
が
他
界
し
、

そ
の
後
、
母
の
実
家
が
あ
る
青

森
市
で
７
歳
か

ら
ず
っ
と
育
ち

ま
し
た
。

　

夏
に
な
る
と
、

や
は
り﹁
ね
ぶ

た
﹂
祭
り
が
懐

か
し
い
。
太
鼓

の
音
を
聞
く
と

血
が
騒
ぎ
ま
す
。

派
手
な
飾
り
の

花
笠
を
被
っ
た

跳は
ね
と人
が
、
浴
衣

に
着
い
た
鈴
を

鳴
ら
し
て
﹁
ラ

ッ
セ
ラ
ー
、
ラ
ッ
セ
ラ
ー
﹂
と

飛
び
跳
ね
る
。
太
鼓
と
横
笛
の

囃
子
が
祭
り
気
分
を
盛
り
上
げ
、

道
の
横
幅
一
杯
に
絢
爛
、
迫
力

あ
る
和
紙
人
形
の
﹁
ね
ぶ
た
﹂

が
通
る
。
青
森
県
人
の
元
気
の

素
で
す
。

　

そ
れ
と
冬
の
厳
し
さ
。
青
森

の
冬
は
長
い
で
す
。
中
学
校
は

周
り
が
田
ん
ぼ
で
、
毎
日
２
、

30
分
か
け
て
通
う
。
吹
雪
く
と

細
か
い
雪
が
顔
面
に
突
き
刺
さ

る
。
き
つ
か
っ
た
。
凍し

み
渡
っ

た
雪
原
を
最
短
距
離
で
移
動
す

る
学
び
も

あ
り
精
神

的
に
も
ず

い
ぶ
ん
鍛

え
ら
れ
た

と
思
う
。

　

私
は
趣

味
と
い
っ

て
特
に
な

い
。
強
い

て
言
う
と
、

考
え
続
け

る
こ
と
や

実
験
す
る

こ
と
、
働
く
こ
と
。
齢
（
昭
和

18
年
生
ま
れ
）
の
わ
り
に
歩
く

の
が
早
い
と
言
わ
れ
ま
す
が
、

自
分
で
意
識
し
た
こ
と
は
な
く

青
森
の
厳
し
い
自
然
が
丈
夫
な

体
を
作
っ
て
く
れ
た
と
思
う
。

　

青
森
は
人
生
の
転
機
も
与
え

て
く
れ
た
。
高
校
受
験
ま
で
、

勉
強
に
全
く
興
味
が
な
か
っ
た
。

高
校
を
受
験
す
る
と
き
、
初
め

て
勉
強
に
取
り
組
ん
で
、
学
び

考
え
る
の
は
面
白
い
と
気
づ
い

た
。
手
に
職
を
と
母
の
考
え
で

工
業
高
校
に
進
学
し
ま
し
た
が
、

も
っ
と
勉
強
し
た
く
な
っ
た
。

　

高
校
の
校
長
は
親
身
に
な
っ

て
相
談
に
乗
っ
て
く
れ
た
恩
人

で
す
。
校
長
な
の
に
勉
強
も
教

え
て
く
れ
た
し
、
人
生
が
い
か

に
大
事
な
も
の
か
、
考
え
さ
せ

て
く
れ
た
。

　

普
通
科
の
高
校
に
転
入
し
、

押
し
入
れ
の
小
さ
な
机
で
、
勉

強
に
明
け
暮
れ
ま
し
た
。
弘
前

大
学
理
学
科
に
入
学
し
ま
し
た
。

　

研
究
は
生
き
が
い
で
す
。
私

の
専
門
は
﹁
氷
﹂
で
す
が
、
分

子
・
原
子
レ
ベ
ル
で
分
析
す
る

と
、
い
ろ
ん
な
違
い
が
分
か
り
、

と
て
も
奥
深
い
固
体
で
す
。

　

家
に
実
験
装
置
が
あ
り
、
今

で
も
実
験
し
て
い
ま
す
。
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
会
員
で

働
き
、
仲
間
と
交
流
し
、
自
室

で
実
験
。
そ
れ
な
り
に
満
足
し

て
い
ま
す
が
、
こ
れ
も
青
森
生

活
の
お
か
げ
。
青
森
は
心
の
ふ

る
さ
と
で
も
あ
り
ま
す
。

　

ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
の
レ
ッ
ス
ン

を
続
け
て
二
十
数
年
に
な
り
ま

す
。
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
を
吹
く
目

的
は
人
に
聞
い
て
ほ
し
い
か
ら

で
す
。
聴
衆
の
前
で
演
奏
し
て

こ
そ
、
初
め
て
曲
の
﹁
完
成
﹂

に
な
り
ま
す
。

　

け
れ
ど
昨
年
、

今
年
と
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
禍
で
市
の

文
化
祭
、
在
席
楽

団
の
合
同
練
習
と

定
期
演
奏
会
、
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
の
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
で
の
演
奏

な
ど
が
全
て
中
止

に
な
っ
て
し
ま
う

状
態
で
と
て
も
残
念
に
思
っ
て

い
ま
す
。

　

演
奏
を
継
続
す
る
た
め
に
何

か
良
い
方
法
は
な
い
か
と
考
え

ま
し
た
。
最
初
は
家
で
楽
団
の

次
回
定
期
演
奏
会
の
曲
や
好
き

な
ソ
ロ
の
曲
を
練
習
し
て
い
ま

し
た
が
、
ま
る
で
ひ
き
こ
も
り

状
態
で
メ
ロ
デ
ィ
ー
を
流
す
だ

け
な
の
で
楽
し
め
ま
せ
ん
。
ふ

っ
と
現
役
時
代
の
休
日
に
よ
く

柳
瀬
川
ふ
れ
あ
い
橋
の
袂
で
練

習
を
し
て
い
た
こ
と
を
思
い
出

し
、
と
に
か
く
行
っ
て
や
っ
て

み
よ
う
と
思
い
立
ち
ま
し
た
。

　

誰
に
も
迷
惑
を
か
け
な
く
、

存
分
に
音
を
出
し
て
吹
け
る
と

こ
ろ
で
す
。
橋
の
上
を
歩
い
て

い
る
人
か
ら
﹁
い
い
音
で
す

ね
﹂
ま
た
﹁
先
程
、
吹
い
て
い

た
の
は
な
ん
の
曲
で
す
か
？
ど

こ
か
で
聞
い
た
気

が
す
る
﹂。﹁
映
画

５
つ
の
銅
貨
の
中

の
ラ
グ
タ
イ
ム
子

守
唄
が
吹
け
ま
す

か
？
﹂
と
リ
ク
エ

ス
ト
さ
れ
て
吹
く

と
喜
ば
れ
た
り
、

あ
る
時
は
保
育
園

の
子
と
も
が
﹁
き

れ
い
な
音
！
﹂
と

言
っ
て
、
か
わ
い
い
拍
手
を
し

て
く
れ
た
り
、
土
手
を
散
歩
す

る
人
々
に
声
を
か
け
ら
れ
、
心

が
わ
く
わ
く
し
て
き
ま
す
。

　

川
の
流
れ
る
音
を
伴
奏
に
好

き
な
曲
を
吹
い
て
い
る
と
ま
る

で
一
人
ぼ
っ
ち
の
楽
し
い
演
奏

会
み
た
い
で
す
。な
か
な
か
良
い

気
持
ち
で
演
奏
が
で
き
ま
し
た
。

東
1
丁
目
唐　

学
誠

ゆ
う
ゆ
う
エ
ッ
セ
イ

ひ
と
り
ぼ
っ
ち

　
　
　
　
演
奏
会
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コ
ロ
ナ
状
況
見
て
行
事
復
活
へ

親
睦
会
会
長　

後
藤　

勝
義

▼
親
睦
会
だ
よ
り
（
令
和
３
年
度
総
会
）

　

コ
ロ
ナ
禍
に
な
っ
て
、
１
年

が
過
ぎ
た
。
外
出
自
粛
の
呼
び

か
け
を
破
っ
て
遠
出
を
す
る
わ

け
に
は
い
か
な
い
が
、
近
場
で

楽
し
み
を
見
つ
け
る
こ
と
も
で

き
る
。
平
林
寺
境
内
林
裏
の
野

火
止
用
水
に
沿
っ
た
緑
道
を
散

策
す
る
と
、
用
水
環
境
も
ず
い

ぶ
ん
変
わ
っ
た
。

　

伊
豆
殿
橋
は
歩
行
者
用
の

新
し
い
橋
が
架
か
り
、
樹
齢

１
５
０
年
の
ケ
ヤ
キ
が
切
り
倒

さ
れ
て
、
切
り
株
が
ベ
ン
チ
に

な
っ
た
。
私
は
、
晴
れ
る
と
１

週
間
に
４
、５
日
は
こ
こ
を
歩
く
。

　

季
節
が
変
わ
る
と
、
楽
し
み

も
増
え
る
。
１
月
下
旬
か
ら
２

月
上
旬
に
か
け
て
、
笹
薮
の
中

で
鶯
の
ひ
な
が
う
ご
め
い
て
い

る
の
を
見
た
。初
夏
は
ホ
タ
ル
。

西
分
集
会
所
横
の
野
火
止
用
水

に
カ
ワ
ニ
ナ
と
ホ
タ
ル
の
幼
虫

を
放
流
し
、
川
爺
グ
ル
ー
プ
15

名
で
５
月
下
旬
か
ら
毎
日
、
観

察
し
た
。
今
年
は
１
週
間
で
計

30
匹
ほ
ど
の
ホ
タ
ル
が
鑑
賞
で

き
た
。
今
の
季
節
は
う
っ
そ
う

と
緑
が
茂
る
。
新
座
の
自
然
を

楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

（
赤
澤　

正
直
）

こ
ら
む

一
寸
一
息

　

日
頃
よ
り
親
睦
会
に
御
協
力

有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。
令
和

3
年
度
の
総
会
は
6
月
2７
日

（
日
）、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で

昨
年
に
続
き
SC
会
議
室
に
て
開

催
し
ま
し
た
。
ワ
ク
チ
ン
接
種

も
進
ん
で
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
に

よ
る
規
制
緩
和
後
を
見
据
え
、

行
事
復
活
を
目
指
す
新
年
度
の

事
業
計
画
も
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

昨
年
度
は
コ
ロ
ナ
感
染
防
止

の
た
め
、
親
睦
会
事
業
が
軒
並

み
中
止
と
な
り
、
何
も
で
き
な

い
状
況
で
し
た
。
今
年
度
は
コ

ロ
ナ
の
状
況
に
も
よ
り
ま
す

が
、
来
年
１
月
に
﹁
新
春
の
つ

ど
い
﹂、
３
月
に
﹁
シ
ル
バ
ー

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
﹂
を
復
活
開

催
の
予
定
で
す
。
こ
の
頃
に

は
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
効
果
も

見
ら
れ
る
は
ず
で
、
会
員
全
員

が
互
い
の
健
康
を
喜
び
合
う
絆

の
場
と
な
る
よ
う
、
検
討
し
て

い
き
ま
す
。

　

人
気
の
高
い
日
帰
り
旅
行
も

復
活
さ
せ
る
予
定
で
す
。
恒
例

の
バ
ス
旅
行
が
目
標
で
す
が
、

昨
年
度
、
厳
し
い
状
況
の
な
か

で
も
現
地
集
合
、
解
散
の
﹁
川

越
散
策
﹂
は
好
評
で
し
た
。
11

月
の
秋
旅
行
を
検
討
中
で
す
。

　

新
し
い
取
り
組
み
も
始
め
ま

し
た
。﹁
親
睦
会
だ
よ
り
﹂（
チ

ラ
シ
版
）
は
大
事
な
お
知
ら
せ

を
掲
載
し
て
い
ま
す
。題
目﹁
巣

ご
も
り
﹂
で
川
柳
を
募
集
し
た

と
こ
ろ
、
39
首
も
集
ま
り
ま
し

た
。
会
員
の
新
し
い
交
流
の
場

と
し
て
活
用
し
て
い
き
ま
す
。

コ
ロ
ナ
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
で

は
、
高
齢
者
の
デ
ジ
タ
ル
支
援

が
社
会
問
題
に
な
り
ま
し
た
。

寄居カントリークラブ 20年 9月のコンペ

▶広報・ゆうゆう通信の投稿用メールアドレス nsc-kouhou＠sjc.ne.jp

親
睦
会
も
ＳＣ
会
議
室
を
借
り
、

会
員
同
士
で
支
援
し
合
お
う
と

﹁
ス
マ
ホ
の
使
い
方
﹂
教
室
を

検
討
し
て
い
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
の
終
息
は
全
員
の
願

い
。
今
年
度
は
親
睦
会
役
員
全

員
が
留
任
し
、
会
員
の
ご
期
待

に
添
え
ら
れ
る
よ
う
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
の
で
、
ご
協
力
ご

鞭
撻
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

サ
ー
ク
ル
紹
介

　

ゆ
う
ゆ
う
ゴ
ル
フ
会

　

ゆ
う
ゆ
う
ゴ
ル
フ
会
は
28
年

の
歴
史
が
あ
り
、
１
０
４
回
の

コ
ン
ペ
を
開
催
し
て
き
ま
し
た
。

現
在
の
会
員
数
は
32
名
（
女
性

４
名
、
男
性
28
名
）
で
す
。

　

昨
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
の
蔓

延
の
為
、
５
月
の
コ
ン
ペ
開
催

や
幾
つ
か
の
練
習
会
、
そ
れ
に

新
年
会
の
中
止
を
余
儀
な
く
さ

れ
ま
し
た
。
然
し
３
密
を
避
け

て
開
催
し
た
７
月
の
清
澄
ＧＣ
、

９
月
の
寄
居
ＣＣ
、
１１
月
の
リ
バ

ー
サ
イ
ド
ＧＣ
、
３
月
の
武
蔵
松

山
ＣＣ
に
於
け
る
コ
ン
ペ
に
は

各
々
２３
余
の
会
員
が
参
加
し
ま

し
た
。

　

コ
ロ
ナ
で
家
に
籠
り
が
ち
で

ス
ト
レ
ス
は
溜
ま
る
ば
か
り
で

す
が
、
広
々
と
し
た
ゴ
ル
フ
場

で
楽
し
く
プ
レ
ー
す
れ
ば
、
そ

れ
も
解
消
し
ま
す
。
又
コ
ロ
ナ

の
渦
中
ゴ
ル
フ
人
口
が
増
え
た

と
の
嬉
し
い
報
道
も
あ
り
ま

す
。﹁
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
を
守

り
プ
レ
ー
は
楽
し
く
﹂
の
ス
ロ

ー
ガ
ン
の
も
と
、
思
い
や
り
の

精
神
を
も
っ
て
会
員
相
互
の
親

睦
を
は
か
り
楽
し
い
ゴ
ル
フ
ラ

イ
フ
を
追
求
し
ま
す
。

　

今
年
度
も
年
５
回
の
コ
ン
ペ

と
月
２
回
の
練
習
会
に
加
え

て
新
年
会
を
企
画
し
て
い
ま

す
。
皆
様
の
参
加
を
心
よ
り
歓

迎
い
た
し
ま
す
。（
電
０
４
２︲

４
９
３︲

１
６
８
５
柴
田
ま
で
）
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〈
発
行
〉
公
益
社
団
法
人
新
座
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

〒
35
2-
00
23
埼
玉
県
新
座
市
堀
ノ
内
3-
4-
11

TE
L0
48
- 4
81
- 4
30
5

〈
企
画
編
集
〉
ＳＣ
広
報
委
員
会

第
１
回
（
4
月
30
日
開
催
）

①
令
和
２
年
度
補
正
予
算
（
第

２
号
）
が
承
認
さ
れ
た
。

②
令
和
２
年
度
事
業
報
告
が
報

告
さ
れ
、
承
認
さ
れ
た
。

③
令
和
２
年
度
計
算
書
類
及
び

附
属
明
細
書
並
び
に
財
産
目

録
に
つ
い
て
報
告
さ
れ
、
承

認
さ
れ
た
。

④
公
益
社
団
法
人
新
座
市
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
職
群
班

運
営
基
準
（
内
規
）
の
一
部

改
正
に
つ
い
て
報
告
さ
れ
承

認
さ
れ
た
。

︽
業
務
委
託
の
変
動
等
に
伴
い
、

名
称
の
変
更
、
廃
止
を
行
う

必
要
が
生
じ
た
た
め
︾

•
公
共

駐
輪
場
等      

48
↓
40
班

•
民
間
業
務

新
座
環
境
セ
ン
タ
ー
班
等

17
↓
16
班

•
そ
の
他

各
種
サ
ー
ビ
ス
７
班

合　

計         

72
↓
63
班

こ
の
内
規
は
令
和
３
年
４
月

１
日
よ
り
適
用
す
る
。

⑤
令
和
２
年
度
役
員
の
利
益
相

反
取
引
に
つ
い
て
報
告
さ
れ
、

承
認
さ
れ
た
。

　

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
さ
な
か
、

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
幕
が
目
前

に
迫
っ
て
い
る
。
新
座
市
は
射

撃
の
競
技
会
場
で
、
ブ
ラ
ジ
ル

の
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
。
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
蔓
延
に
ワ
ク
チ
ン
接

種
は
勝
て
る
の
だ
ろ
う
か
。
勝

つ
と
し
て
、
接
種
の
進
捗
は
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
に
間
に
合
う
の
だ

ろ
う
か
。
大
き
な
荷
物
を
二
つ

も
背
負
い
、
新
座
市
の
行
政
当

局
は
奮
闘
し
て
い
る
。

　

SC
も
自
助
、
共
助
、
公
助
で

コ
ロ
ナ
感
染
防
止
に
向
け
、
こ

こ
一
番
の
踏
ん
張
り
ど
こ
ろ

だ
。
不
安
に
打
ち
勝
つ
こ
と
を

確
信
し
て
、
ゆ
う
ゆ
う
通
信

１
０
８
号
を
お
届
け
す
る
。

（
中
伏
）

理
事
会
報
告

⑥
正
会
員
（
４
月
分
）
男
性
10

名
、
女
性
６
名
、
合
計
16
名

の
会
員
が
承
認
さ
れ
た
。

【
4
月
末
現
在
、
正
会
員
数
は

２
０
１
６
名
】

第
2
回
（
5
月
31
日
開
催
）

①
令
和
２
年
度
事
業
計
画
、
令

和
２
年
度
計
算
書
類
及
び
附

属
明
細
書
並
び
に
財
産
目
録

に
つ
い
て
最
終
確
定
さ
れ
た
。

②
第
42
回
定
時
総
会
の
招
集
に

つ
い
て
日
時
、
場
所
、
総
会

の
目
的
事
項
、
書
面
表
決
の

可
否
等
に
つ
い
て
検
討
さ
れ

承
認
さ
れ
た
。

③
第
42
回
定
時
総
会
議
案
が
検

討
さ
れ
、
承
認
さ
れ
た
。

④
第
42
回
定
時
総
会
表
彰
者
26

名
、
６
事
業
団
体
が
承
認
さ

れ
た
。
ま
た
、
令
和
３
年
度

安
全
運
転
標
語
優
秀
作
品
６

点
が
紹
介
さ
れ
た
。

⑤
収
支
相
償
に
つ
い
て
報
告
さ

記

後

集

編

れ
、
承
認
さ
れ
た
。

⑥
令
和
２
年
度
業
務
監
査
・
会

計
監
査
等
の
期
末
監
査
（
令

和
３
年
５
月
25
日
）
の
講
評

が
報
告
さ
れ
た
。

⑦
正
会
員
（
５
月
分
）
男
性
９

名
、
女
性
９
名
、
合
計
18
名

の
入
会
が
承
認
さ
れ
た
。

【
5
月
末
現
在
、
正
会
員
数
は

２
０
１
９
名
】

第
3
回
（
6
月
30
日
開
催
）

①
新
座
市
SC
年
間
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
が
報
告
さ
れ
た
。

②
正
会
員
（
６
月
分
）
男
性
６

名
、
女
性
13
名
、
合
計
19
名

の
入
会
が
承
認
さ
れ
た
。

【
6
月
末
現
在
、
正
会
員
数
は

１
９
５
０
名
】

事
務
局
か
ら
の
お
願
い

　

セ
ン
タ
ー
会
員
数
が

　
　
　
　

ピ
ン
チ
で
す
！

　

当
SC
会
員
は
、
平
成
21
年
に

２
、６
９
９
名
と
県
内
の
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
ト
ッ

プ
ク
ラ
ス
の
会
員
数
を
誇
っ
て

い
ま
し
た
。
し
か
し
、
６
月

末
で
は
１
、
９
５
０
名
と
２
、

０
０
０
名
を
下
回
る
状
況
で
す
。

　

会
員
数
の
減
少
は
SC
の
様
々

な
運
営
に
大
き
く
影
響
し
、
大

変
困
難
な
状
況
に
な
り
ま
す
。

会
員
の
皆
様
に
は
、
知
人
や
友

人
の
方
へ
是
非
セ
ン
タ
ー
に
入

会
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
お
勧

め
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

第
１
回
正
副
職
群
班
長
会
議

【
日
時
︼
５
月
24
日
（
月
）

　
　
　
　

午
前
10
時
～

【
場
所
︼
SC
会
議
室

【
参
加
︼
職
群
班
の
班
長

•
令
和
３
年
度
業
務
委
員
会
事

業
計
画
に
つ
い
て

•
今
年
度
班
活
動
費
支
給

【
表
紙
の
呟
き
】

　
﹁
菜
の
花
﹂
の
次
は
何
？
第

一
候
補
は
﹁
そ
ば
﹂。
夏
に
白

い
ソ
バ
の
花
を
楽
し
み
、
秋
に

収
穫
し
美
味
い
蕎
麦
と
い
う
不

純
な
企
画
は
ボ
ツ
。
向
日
葵
の

迷
路
と
シ
ャ
ボ
ン
玉
で
盛
り
上

げ
た
が
人
出
は
ポ
ツ
ポ
ツ
。
し

か
し
子
供
達
に
は
大
好
評
だ
っ

た
。                    （
吉
田
）

訃　

報

・
菅　
　

幹
男
様
（
84
歳
）

野
寺
２
丁
目

・
二
戸　

ヒ
サ
様
（
81
歳
）

石
神
２
丁
目

・
松
本　

三
男
様
（
68
歳
）

北
野
３
丁
目

・
牧
内　

三
男
様
（
78
歳
）

野
寺
１
丁
目

・
高
木　

紳
生
様
（
67
歳
）

東
一
丁
目

・
石
賀　

雅
文
様
（
70
歳
）

本
多
１
丁
目

・
最
上
谷
長
昭
様
（
72
歳
）

栄
３
丁
目

　

謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し
、

ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。


